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（百万円未満切捨て） 
１．平成23年11月期第3四半期の連結業績（平成22年12月1日～平成23年8月31日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年 11月期第3四半期 9,553 △0.9 1,470 20.0 1,070 19.2 612 18.4
22年 11月期第3四半期 9,638 △5.4 1,225 5.4 897 18.7 517 63.6

 

 １株当たり四半期純利益 
潜 在 株 式 調 整 後
１ 株 当 た り 四 半 期 純 利 益

 円   銭 円   銭

23年 11月期第3四半期 6,788.26 6,445.80
22年 11月期第3四半期 6,260.60 5,887.42

 
（２）連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

23年 11月期第3四半期 30,956 11,358 33.4 104,301.28
22年 11月期 28,189 9,641 30.5 103,628.91

(参考)自己資本 23年11月期第3四半期 10,325百万円 22年11月期 8,601百万円 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金 

第 １ 四 半 期 末 第 2 四 半 期 末 第 ３ 四 半 期 末 期  末 合  計 

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭

22年 11月期 ― 550.00 ― 550.00 1,100.00
23年 11月期 ― 550.00 ―  

23年 11月期 
(予想) 

  550.00 1,100.00

(注)当四半期における配当予想の修正有無   無 

 
３．平成23年11月期の連結業績予想（平成22年12月1日～平成23年11月30日） 

（％表示は、通期は対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭

通  期 13,012 4.9 1,873 16.4 1,350 16.7 753 15.9 9,081.93

(注)当四半期における業績予想の修正有無 無 

 



 

４．その他  （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。） 
 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 
 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有 

② ①以外の変更 無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原

則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年11月期3Ｑ 99,000株 22年11月期 83,000株

② 期末自己株式数 23年11月期3Ｑ ―株 22年11月期 ―株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 23年11月期3Ｑ 90,213株 22年11月期3Ｑ 82,598株

 
※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期

連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に

基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間（平成22年12月1日～平成23年８月31日）における我が国経済は、当面は東日本大震

災の影響により、厳しい状況にあるものの、生産活動の回復、海外経済の改善や各種の政策効果などを背景に持ち

直していくことが期待されております。 

 当社グループの属する不動産業界におきましては、平成23年７月の新設住宅着工戸数が前年同月比21.2％増（国

土交通省 建築着工統計調査報告 平成23年８月31日発表）と、４ヵ月連続増加し、市況の回復傾向が見られます。

 このような市場環境の中、当社グループは、基幹事業である中古マンション事業の収益力を引き続き強化し、販

売、リノベーション等の周辺の事業領域にも収益機会の拡大を図ってまいりました。ニッチ市場である賃貸中の中

古マンション物件については、賃料収入が安定的かつ確実な収益源として寄与しております。当第３四半期連結累

計期間は、インベストメント事業での売上高減少を受けて売上高が減少したものの、全セグメントにおいて営業利

益が増加いたしました。一方、人員の増強等に伴い販売費及び一般管理費が増加し、物件取得に応じた有利子負債

の増大、平成23年４月に決議した公募増資に関連する費用の発生に伴い営業外費用が増加しております。 

 この結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高9,553,939千円（前年同四半期比

0.9％減）、営業利益1,470,443千円（同20.0％増）、経常利益1,070,182千円（同19.2％増）、四半期純利益

612,389千円（同18.4％増）となりました。 

 セグメントの概況は、次のとおりであります。 

（中古マンション事業） 

 中古マンション事業におきましては、良好な市場環境のもとで1室当りの売却利益を最大化すべく、時間をかけ

てより付加価値の高い物件作りに注力したことから、販売数・売上高は減少したものの、売却利益率が上昇いたし

ました。この結果、売上高は8,825,150千円（同0.1％減）、営業利益は1,419,550千円（同9.7％増）となりまし

た。なお、当第３四半期連結累計期間の売上原価に含まれる販売用不動産評価損は78,002千円であります。 

（インベストメント事業） 

 インベストメント事業におきましては、保有不動産の売却が一巡したため、売上高は減少したものの、SPCに対

する投資損失の計上も一巡したため、営業利益が増加いたしました。この結果、売上高は483,933千円（同26.1％

減）、営業利益は49,469千円（同1,185.7％増）となりました。 

（アドバイザリー事業） 

 アドバイザリー事業におきましては、証券化案件の一時収入、子会社での仲介業務が順調に拡大したことにより

仲介手数料が増大したことで、売上高及び営業利益が増加いたしました。この結果、売上高は244,855千円（同

59.7％増）、営業利益は197,403千円（同90.5％増）となりました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第３四半期連結会計期間末における総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、2,767,162千円増加

し、30,956,447千円となりました。これは主として、物件取得により販売用不動産が2,345,685千円、新株発行

等により現金及び預金が577,232千円増加したことによるものであります。 

 負債につきましては、前連結会計年度末に比べ、1,050,366千円増加し、19,597,844千円となりました。これ

は主として、短期借入金が1,073,020千円増加したことによるものであります。  

 純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、1,716,795千円増加し、11,358,603千円となりました。こ

れは主として、新株発行により資本金が606,168千円、資本剰余金が606,168千円増加し、利益剰余金が512,289

千円増加したことによるものであります。  

  

②キャッシュ・フローの状況に関する状況  

 当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ、

577,232千円増加し、2,634,531千円となりました。この主な増減は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間において営業活動により使用した資金は1,812,662千円（前年同四半期比863,212千

円減）となりました。これは主として、税金等調整前四半期純利益1,070,182千円、販売用不動産の増加額

2,227,476千円、法人税等の支払額698,737千円によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間において投資活動により使用した資金は3,728千円（前年同四半期比2,788千円減）

となりました。これは、有形固定資産の取得による支出によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間において財務活動により獲得した資金は2,393,623千円（前年同四半期比175,631千

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



円増）となりました。これは主として、長期借入れによる収入8,072,600千円、株式の発行による収入1,200,909

千円、短期借入金の純増額1,073,020千円及び長期借入金の返済による支出7,748,506千円によるものでありま

す。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年１月14日に公表しました平成23年11月期の連結業績予想に変更はありません。１ページ「３．平成23

年11月期の連結業績予想（平成22年12月１日～平成23年11月30日）」のとおりであります。 

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

・棚卸資産の評価方法 

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下

げを行う方法によっております。 

・固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。 

・繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法  

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラン

ニングを利用する方法によっております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理基準に関する事項の変更 

 資産除去債務に関する会計基準の適用  

  第１四半期連結累計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

  これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

 ②表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書関係） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の

適用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しておりま

す。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年11月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,634,531 2,057,298 

営業未収入金 76,525 63,168 

販売用不動産 23,601,574 21,255,888 

繰延税金資産 41,487 61,775 

その他 271,412 212,317 

貸倒引当金 △48,712 △34,618 

流動資産合計 26,576,817 23,615,830 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 1,186,107 1,220,755 

減価償却累計額 △433,003 △413,941 

建物及び構築物（純額） 753,103 806,814 

土地 2,024,546 2,119,800 

その他 41,878 37,515 

減価償却累計額 △29,520 △25,915 

その他（純額） 12,358 11,600 

有形固定資産合計 2,790,008 2,938,214 

無形固定資産 9,361 12,096 

投資その他の資産   

投資有価証券 1,288,200 1,316,800 

繰延税金資産 52,965 72,933 

その他 238,922 231,694 

投資その他の資産合計 1,580,088 1,621,427 

固定資産合計 4,379,458 4,571,739 

繰延資産 171 1,714 

資産合計 30,956,447 28,189,284 



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年11月30日) 

負債の部   

流動負債   

営業未払金 170,333 187,606 

短期借入金 2,262,420 1,189,400 

1年内返済予定の長期借入金 3,698,112 2,756,276 

1年内償還予定の社債 50,000 100,000 

未払法人税等 143,546 468,583 

その他 530,318 480,417 

流動負債合計 6,854,730 5,182,283 

固定負債   

長期借入金 12,711,338 13,329,080 

その他 31,775 36,113 

固定負債合計 12,743,113 13,365,193 

負債合計 19,597,844 18,547,477 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,555,538 2,949,370 

資本剰余金 3,523,978 2,917,810 

利益剰余金 3,246,309 2,734,019 

株主資本合計 10,325,827 8,601,199 

新株予約権 39,994 19,187 

少数株主持分 992,782 1,021,420 

純資産合計 11,358,603 9,641,807 

負債純資産合計 30,956,447 28,189,284 



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年12月１日 
 至 平成22年８月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年12月１日 
 至 平成23年８月31日) 

売上高 9,638,039 9,553,939 

売上原価 7,658,529 7,239,378 

売上総利益 1,979,510 2,314,560 

販売費及び一般管理費 754,172 844,116 

営業利益 1,225,337 1,470,443 

営業外収益   

受取利息 1,064 454 

補助金収入 － 1,434 

その他 555 239 

営業外収益合計 1,620 2,128 

営業外費用   

支払利息 242,543 281,758 

支払手数料 85,057 107,660 

その他 1,543 12,971 

営業外費用合計 329,144 402,390 

経常利益 897,813 1,070,182 

特別利益   

償却債権取立益 2,985 － 

特別利益合計 2,985 － 

特別損失   

固定資産売却損 70 － 

固定資産除却損 169 － 

特別損失合計 239 － 

税金等調整前四半期純利益 900,559 1,070,182 

法人税、住民税及び事業税 385,896 391,873 

法人税等調整額 △29,752 40,255 

法人税等合計 356,143 432,129 

少数株主損益調整前四半期純利益 － 638,052 

少数株主利益 27,300 25,662 

四半期純利益 517,115 612,389 



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年12月１日 
 至 平成22年８月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年12月１日 
 至 平成23年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 900,559 1,070,182 

減価償却費 88,377 40,149 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,645 14,094 

受取利息 △1,064 △454 

支払利息 242,543 281,758 

株式交付費 － 11,427 

社債発行費償却 1,543 1,543 

固定資産売却損益（△は益） 70 － 

固定資産除却損 169 － 

営業債権の増減額（△は増加） 8,870 △13,356 

販売用不動産の増減額（△は増加） △3,559,669 △2,227,476 

営業債務の増減額（△は減少） 71,497 △17,272 

その他 △94,812 3,805 

小計 △2,336,271 △835,599 

利息の受取額 1,062 453 

利息の支払額 △247,837 △278,777 

法人税等の支払額 △92,828 △698,737 

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,675,874 △1,812,662 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △10,350 △3,728 

有形固定資産の売却による収入 1,033 － 

無形固定資産の取得による支出 △7,200 － 

定期預金の預入による支出 △30,000 － 

定期預金の払戻による収入 40,000 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,517 △3,728 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △585,800 1,073,020 

長期借入れによる収入 11,272,400 8,072,600 

長期借入金の返済による支出 △8,285,396 △7,748,506 

社債の償還による支出 △50,000 △50,000 

株式の発行による収入 51,065 1,200,909 

配当金の支払額 △127,491 △100,100 

少数株主への配当金の支払額 △56,786 △54,300 

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,217,991 2,393,623 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △464,400 577,232 

現金及び現金同等物の期首残高 2,787,170 2,057,298 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,322,769 2,634,531 



 該当事項はありません。 

  

  

 〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年12月１日 至 平成22年８月31日） 

（注）１. 事業区分の方法  

      事業は、役務の系列及び類似性を考慮して区分しております。 

   ２. 各区分に属する主要な役務 

  

 〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年12月１日 至 平成22年８月31日） 

 海外拠点を有しておりませんので、該当事項はありません。 

  

 〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年12月１日 至 平成22年８月31日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
  

中古マンショ
ン事業  
 （千円） 

インベストメ
ント事業  
（千円）  

アドバイザリ
ー事業  
（千円）  

計
（千円）  

消去または 
全社  
（千円）  

 連結 
 （千円） 

                  

売上高                               

（1）外部顧客に対する売上高   8,829,933  654,811  153,294  9,638,039  －  9,638,039

（2）セグメント間の内部売上

高または振替高   

 －  －  55,402  55,402  △55,402  －

         計  8,829,933  654,811  208,696  9,693,441  △55,402  9,638,039

 営業利益   1,294,011  3,847  103,607  1,401,466  △176,129  1,225,337

事業区分   

中古マンション事業 マンション売却収入、マンション賃貸収入 

インベストメント事業 不動産売却収入、不動産賃貸収入 

アドバイザリー事業 業務委託料、不動産仲介手数料 



 〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要  

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で

あり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっ

ているものであります。  

  当社グループは、賃貸中のファミリータイプのマンションの売買及び賃貸を主な事業とし、さらにマ

ンションに限らず幅広い住居系不動産への投資、金融及び不動産分野におけるコンサルティング等の事

業活動を展開しております。これにより、「中古マンション事業」、「インベストメント事業」及び

「アドバイザリー事業」の３つを報告セグメントとしております。 

 各事業の内容は下記のとおりであります。  

「中古マンション事業」・・・中古マンション販売事業及び賃貸事業 

「インベストメント事業」・・不動産販売事業及び賃貸事業（中古マンション事業を除く） 

「アドバイザリー事業」・・・不動産仲介事業、賃貸管理事業及び投資助言業 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第３四半期連結累計期間（自平成22年12月１日 至平成23年８月31日）  

（注）１．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない販売費及び一般管理費の全社 

     費用であります。 

    ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

(追加情報) 

 第１四半期連結累計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20

号 平成20年３月21日)を適用しております。   

  

  

 当社は、平成23年４月27日を払込期日とする公募増資、平成23年５月24日を払込期日とするオーバーアロットメ

ントによる株式売出しに関連して行う第三者割当増資及び新株予約権の行使を実施いたしました。この結果、第２

四半期連結累計期間において資本金が606,168千円、資本準備金が606,168千円増加し、当第３四半期連結会計期間

末において資本金が3,555,538千円、資本準備金が3,523,978千円となっております。 

  

  

  （単位：千円）

  
中古マンシ
ョン事業 

 インベスト

メント事業 

アドバイザ
リー事業 

合計
調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）２

売上高   

  外部顧客への売上高 8,825,150 483,933 244,855 9,553,939 － 9,553,939 

  
セグメント間の内部

売上高又は振替高  
－ －  153,536  153,536 △153,536 － 

計  8,825,150 483,933 398,391 9,707,475 △153,536 9,553,939 

セグメント利益 1,419,550 49,469 197,403 1,666,423 △195,979 1,470,443 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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